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船舶におけるバイオディーゼル燃料の活用に向けた潤滑特性等に関する調査 
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2026 年 1 月 30 日 

トライボテックス株式会社 

 

１．調査の目的 

 内航船におけるバイオ燃料の活用の拡大等を見据えて、内航海運業界への必要情報の提供や新燃料に

係る知見を蓄積すべく、船舶の燃料油所管系統で使用されている各種ポンプの摺動部等において、バイオ

燃料がどのような潤滑・摩擦・摩耗特性（以下単に「潤滑特性」という。）等を有しているかなどについ

て調査を実施する。 

 

２．調査の内容 

バイオ燃料及び舶用燃料（A 重油及び C 重油）を用いて以下に掲げる摩擦試験、分析、従来燃料との

相対評価等を実施することにより、バイオ燃料の潤滑特性等を調査した。 

 

Ⅰ.バイオ燃料に係る基礎調査及び詳細支援を実施する試験油の選定 

現在流通しているバイオ燃料の中から、経済性と品質のバランス、内航海運業界への拡大性等を踏

まえ、FAME（脂肪酸メチルエステル）を対象試験油種区分として決定した。 

数種類の FAME のサンプル油を入手して実施した基礎的な性状分析の結果などから、最終的には、

精製方法等が異なる廃食油由来 FAME2 種、非可食植物由来 FAME1 種の計 3 種のバイオ燃料を詳細

試験の対象とし選択し、これに A 重油（LSA）1 種、C 重油（LSC）1 種を加えた合計 5 種の燃料油を

用いて詳細試験を実施することとした。 

 

Ⅱ.新油及び劣化油を用いた潤滑特性試験の実施 

5種の燃料油をそれぞれ油種ごとに定めた5段階の任意の酸価度に強制劣化させて試験油を作製し、

各劣化試験油を金属試験片摺動部に滴下させて摩擦試験を行いながら、摩擦係数、試験片温度及び摩

耗粒子濃度等を計測した。 

また、摩擦試験終了後の試験油及び試験片を取り出し、油中金属濃度、表面状態等を分析した。 

 

Ⅲ. スラッジ特性試験の実施 

バイオ燃料の船内での保管等を想定し、恒温槽を用いた劣化油も作成した。当該劣化油及び前記Ⅱ.

で作製した酸化安定度試験機を用いた劣化油における、油溶性スラッジと非油溶性スラッジの発生状

況等を調査し、摩擦試験の考察の補完等を行った。 

摩擦試験、分析イメージ 
摩擦試験で使用する金属試験片の例 
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